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2 平生町議会議員一般選挙
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「平成26年度自治会アンケート調査」
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主な内容

きてみて！ひらおの会　そば打ち体験
～ 平生町産のそばの実で新そばの風味を！ ～

（３月14日／竪ヶ浜コミュニティセンター）
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　平成27年５月31日任期満了に伴い、
平生町議会議員一般選挙が次のとおり
実施されます。

４月26日日 平生町議会議員一般選挙

 代理投票・点字投票
　体が不自由なため、自分で投票用紙に記入すること
ができない人は、係員が代筆することができます。また、
目の不自由な人は、点字で投票することができます。
　投票の秘密は厳守されますので、安心して係員に申
し出てください。

 期日前投票
　投票日に、仕事や旅行など何らかの事情で投票に行
けない人は、期日前投票ができます。入場券裏面の「期
日前投票宣誓書」に必要事項をご記入の上、期日前投
票所にお持ちください。
●期日前投票の場所・期間・時間
《平生町役場本庁》
　４月 22日㈬～ 25日㈯　午前８時 30分～午後８時
《佐賀公民館》※大字佐賀、小郡、尾国、佐合島の人のみ
　４月 23日㈭～ 25日㈯　午前８時 30分～午後５時

 不在者投票
●選挙期間中に出張などで町外に滞在される人
滞在地の選挙管理委員会で不在者投票ができます。
●入院、入所されている人
その病院、施設が指定施設であれば、病院長などに
申し出て、その施設で不在者投票ができます。
●身体障害者手帳などの交付を受け、選挙管理委員会
　の発行する証明書の交付を受けている人
自宅で不在者投票ができます。
※不在者投票の場合、投票用紙などの請求が必要です
　ので、早めに選挙管理委員会に申し出てください。
　【請求期限】４月 22日㈬

 投票できる人
　平生町の選挙人名簿に登録されている人
【町外に転出した場合】
・平成 27年４月 21日までに町外に転出した人は投票
できません。

・平成 27年４月 22日以降に町外に転出する人は、転
出する前であれば投票できます。

 投票所について
　投票は、期日前投票などを除き、すべて決められた
投票所で行われます。入場券に投票所の場所が記載さ
れていますので、投票前にご確認ください。

本年から、平生投票所の入口を
変更しています
（昨年までの出口を出入口としています）

※山口県議会議員一般選挙（４月 12 日）から変更し
　ており、次回以降の選挙も変更後の入口となります。

お知
らせ

平生投票所
平生町勤労青少年ホーム
トレーニングルーム

中
央
公
民
館

入口
（昨年まで）
※こちらからは
入場できません

入口
（本年から）

出口××

 告　示　日   ４月 21日㊋

 立候補受付   ４月 21日㊋　午前８時 30分～午後５時
（場所：町役場第３庁舎３階会議室）

 投票の日時   ４月 26日㊐　午前７時～午後８時
（佐合投票所は午前８時 30分～午後４時）
※投票終了時に 30秒間サイレンを鳴らします。

 開票の日時   ４月 26日㊐　午後９時～
（場所：町武道館）

※無投票の場合は４月 26日㊐の午前９時から町役場にて選挙
会を開催し、当選人を決定します。

■問合せ先
　平生町選挙管理委員会事務局
　（町役場総務課内）
　☎（５６）７１１１
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　調査結果

「平成２６年度自治会アンケート調査」の
結果をお知らせします  第２回（全２回）

【力を入れている行事】
草刈り・清掃作業、祭り、三世代交流、互礼会、防災　
など

【行事の課題】

▼ 高齢世帯が多くなり、参加者が減ってきている。また、
リーダーが不足している。

▼活動後の集いが実施できればと思う。

▼活動に参加する人と、無関心組に分かれている。

▼新しいことに対して意欲が薄れてきている。

▼各戸の連帯感が希薄化している。

▼同じ地域の高齢者同士が、気軽に立ち寄って話ができ
る場としてコミュ二ティセンターを自由に使えるよう
にしてほしい。

▼高齢化、少子化、人口減少によって自治会活動が低迷
している。

▼空家が増え、環境整備が困難になっている。

▼自治会の運営、存続自体が困難になってきている。

▼高齢者の支援として、役場、社会福祉協議会、民生委員、
自治会が連携できる対応が必要。

▼自治会の役員を引き受けてもらえないことがある。

▼５年後、10年後を想定して、どう対応していくか考
えていく必要がある。

▼自治会の広域化も１つの手段として考える必要がある
と思う。

▼協働は共同、共働であり、生甲斐＝社会参加と認め合
い、という視点が重要だと思う。

▼自治会長が１年交代では活動にならないと思う。

▼コミュニティは隣近所の付き合いが最も大切で、良好
な人間関係をつくっていくことが大事だと思う。

▼会長が１年交代で、皆と話すチャンスがなかなかない。

▼企業を誘致して若い世代を町に流入させてほしい。

▼自主防災組織は設立することが目的ではなく、組織を機
能させて防災、減災に結びつけることが目的だと思う。

▼防災無線が聞こえない。
▼問題が発生した時に、コミュニティ協議会に窓口にな

ってもらいたい。

▼住民同士の助け合い精神の啓発が必要と思う。また、町
職員の意識改革も必要と思う。

▼コミュニティ協議会で協議の場をつくっても、その内
容が一部にしか伝わっていないように思う。もっと広
く周知するといいと思う。

　アンケートにご協力いただいた自治会長さんにおかれ
ましては、貴重なご意見をいただき、ありがとうござい
ました。高齢化や空き家・空き地に対するご意見が多く
見受けられました。紙面の都合上、全てを掲載すること
はできませんでしたが、いただいたご意見は、今後の自
治会活動の施策に反映するとともに、住民の皆様と連携
してまちづくりに取り組んでまいりますので、よろしく
お願いします。

Q 加入すると、どんなメリットがあるの？
A町の広報紙などの行政情報のほかに、自治会や各団
体で作成する情報紙やチラシなどが配布・回覧される
ので、各種の生活情報や身近なイベント情報が入手で
きます。また、道路・側溝・街路灯の改善など、日常
生活上の環境整備に係る問題などが的確に要望できる
ので、安全・安心なまちづくりにつなげていくことが
できます。
Q 自治会に入らないといけないの？
A自治会への加入は、強制ではありません。しかし、
防災・防犯、自治会が管理する街路灯・ゴミステーショ
ンの設置など、生活に密着した問題には隣近所や、自
治会員相互の助け合いが必要となるので、ぜひ加入し
てください。

　自治会についてご不明な点などありましたら、
お気軽にお問い合わせください。

■問合せ先
　町役場総務課 まちづくり推進班　☎（５６）７１１１

自治会活動で一番力を入れている行事、その課題

自治会の課題

自由意見

　現在、町内には平生地区（71自治会）・大野地区（25
自治会）・曽根地区（24自治会）・佐賀地区（26自治会）
の合計146の自治会、２地区（曽根、佐賀）の自治会
連合会があり、役場と連携を図りながら活動されてい
ます。
　住みよい地域づくりには、一人ひとりの参加とお互
いの協力が大切です。

Q 自治会って何？
Aたまたま同じ地域に住むことになった人たちが、相
互の親睦を図りながら、さまざまな活動を行うことで、
自分たちの地域を住みよいまちにしていくための自主
的な任意の団体です。

自 治 会 に加入しましょう！
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会　計　区　分 平成 27年度当初予算額 平成 26年度当初予算額 増減額 増減率
一　般　会　計 48億 9,300 万円 49 億 3,100 万円 △ 3,800 万円 △ 0.8％
特　別　会　計 43億 6,956 万円 43 億 43 万円 6,913 万円 1.6％

内　

訳

国民健康保険事業 19億 9,199 万円 19 億 3,022 万円 6,177 万円 3.2％
下水道事業 7億 2,335 万円 7億 5,094 万円 △ 2,759 万円 △ 3.7％

水産廃棄物処理事業 8万円 8万円 0円 0.0％
漁業集落環境整備事業 8,791 万円 9,337 万円 △ 546 万円 △ 5.8％
介護認定審査会事業 2,779 万円 2,764 万円 15 万円 0.6％
介護保険事業 13億 857 万円 12 億 4,916 万円 5,940 万円 4.8％

後期高齢者医療事業 2億 2,920 万円 2億 2,092 万円 828 万円 3.7％
飲料水供給施設事業 64万円 2,806 万円 △ 2,742 万円 △ 97.7％

計 92 億 6,256 万円 92 億 3,143 万円 3,113 万円 0.3％

　

平
成
27
年
度
は
「
第
四
次
平
生
町
総

合
計
画
」
の
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年

度
で
あ
り
、
仕
上
げ
に
取
り
組
む
べ
き

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
計
画
の
目
指

す
べ
き
将
来
像
【
人
と
ま
ち
「
き
ず
な
」

で
つ
な
ぐ　

元
気
な
平
生
】
の
実
現
と
、

後
期
計
画
策
定
に
つ
な
げ
る
た
め
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
推
進
の
た
め
、
町
民
の

皆
様
と
協
働
で
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
の
予
算
編
成

テ
ー
マ
を
【「
平
生
町
未
来
開
拓
戦
略
」

町税
11億 9,127 万円
（24.3％）

地方交付税
19億 3,800 万円
（39.6％）

自主財源（31.4％）

※（　）内は構成比

依存財源（68.6％）

町債
4億 20 万円
（8.2％）

県支出金
3億 5,384 万円
（7.2％）

国庫支出金
4億 4,273 万円
（9.0％）

地方消費税交付金
1億 5,000 万円
（3.1％）

地方譲与税
4,200 万円
（0.9％）

地方特例交付金 ほか
2,900 万円
（0.6％）

分担金・負
担金
4,950 万円
（1.0％）

繰入金
1億 1,226 万円
（2.3％）

使用料・手
数料
6,505 万円
（1.3％）

諸収入
7,450 万円
（1.6％）

繰越金 ほか
4,462 万円
（0.9％）

～～「平生町未来開拓戦略」の実践「平生町未来開拓戦略」の実践～～

平成 2平成 277 年度年度
平生町の平生町の 予算予算

の
実
践
】
と
定
め
、
次
の
5
つ
の
実
践

テ
ー
マ
に
よ
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

①
〝
地
域
力
〞
発
揮
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り

②
〝
安
全
・
安
心
・
環
境
〞
確
保
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

③
〝
地
域
福
祉
〞
推
進
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

④
〝
地
域
経
済
〞
振
興
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

⑤
〝
行
財
政
基
盤
〞
強
化
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り

一般会計歳入

歳入

48 億
9,300 万円

一般会計歳入歳出総額 48億 9,300 万円
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注）記事内の金額は１万円未満を切り捨てたものです。そのため、各図表における構成比の内訳と合計などが
一致しないことがあります。

 

用
語
解
説

【
地
方
交
付
税
】
町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
町
税
】
町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税

金
【
町
債
】
国
や
銀
行
か
ら
の
借
金

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
の
補
助
金
や
負
担

金
【
県
支
出
金
】
県
か
ら
の
補
助
金
や
負
担
金

【
繰
越
金
】
前
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
お
金

【
繰
入
金
】
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お

金
【
地
方
消
費
税
交
付
金
】
消
費
税
の
一
部
を
、

人
口
と
従
業
者
数
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る

お
金

【
使
用
料
・
手
数
料
】
施
設
の
使
用
料
や
住

民
票
な
ど
の
手
数
料

【
民
生
費
】
高
齢
者
や
子
育
て
な
ど
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス

【
総
務
費
】
住
民
登
録
や
庁
舎
の
維
持
管
理
、

防
犯
対
策
、
選
挙
な
ど

【
公
債
費
】
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済

【
土
木
費
】
道
路
、
公
園
、
河
川
の
整
備
な

ど
【
教
育
費
】
学
校
教
育
、生
涯
学
習
、ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
な
ど

【
衛
生
費
】
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
環
境

対
策
な
ど

【
農
林
水
産
業
費
】
農
業
、
畜
産
業
、
水
産

業
の
振
興
な
ど

【
消
防
費
】
火
災
、
救
急
、
防
災
対
策
な
ど

【
議
会
費
】
議
会
運
営

【
商
工
費
】
産
業
政
策
、
商
工
業
、
観
光
振

興
な
ど

【
労
働
費
】
勤
労
者
支
援
な
ど

民生費
14億 9,431 万円
（30.5％）

総務費
7億 2,260 万円
（14.7％）

公債費
6億 2,556 万円
（12.8％）

土木費
5億 1,407 万円
（10.5％）

教育費
4億 2,948 万円
（8.8％）

衛生費
3億 950 万円
（6.3％）

農林水産業費
2億 9,446 万円
（6.0％）

消防費
2億 5,813 万円
（5.3％）

諸支出金
1億 2,105 万円
（2.5％）

議会費
7,714 万円
（1.6％）

商工費　　　1,829 万円（0.4％）
予備費　　　1,500 万円（0.3％）
労働費　　　 908 万円（0.2％）
災害復旧費　 428 万円（0.1％）

※（　）内は構成比

　

平
成
27
年
度
予
算
は
、
国
の
「
地
方
へ

の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
」

に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
3
月
補

正
予
算
と
平
成
27
年
度
当
初
予
算
を
一
体

的
に
編
成
し
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
「
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
」
を
活
用
し
て
、
地
方
創
生
に
向
け
た

施
策
や
消
費
喚
起
施
策
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
全
体
で
は
、

92
億
６
２
５
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度
対

比
で
３
１
１
３
万
円
（
０
・
３
％
）
増
加
し

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
特
徴

　

予
算
規
模
は
48
億
９
３
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
３
８
０
０
万
円（
０
・

８
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
が
、「
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」

を
活
用
す
る
た
め
、
平
成
26
年
度
3
月
補

正
予
算
に
前
倒
し
て
計
上
し
た
事
業
分
の

５
９
２
３
万
円
を
加
え
る
と
、
実
質
的
な

予
算
規
模
は
49
億
５
２
２
３
万
円
と
な
り

ま
す
。

　

歳
入
の
町
税
で
は
、
固
定
資
産
税
は
評

価
替
え
の
年
に
あ
た
り
、
法
人
町
民
税
は

地
方
法
人
税
の
創
設
（
法
人
町
民
税
の
税

率
の
引
下
げ
分
を
国

税
と
す
る
も
の
）

な
ど
に
よ
り
減
少
す
る
見
込
み
で
、
全
体

で
４
７
７
０
万
円
（
３
・
９
％
）
の
減
少

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
地
方
交
付
税
は
地

方
創
生
関
連
な
ど
の
基
準
財
政
需
要
額
の

増
加
要
因
等
を
勘
案
し
、
前
年
度
予
算
対

比
で
２
８
０
０
万
円
程
度
（
１
・
５
％
）

の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
々
増
加

す
る
財
政
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
財
政

基
金
か
ら
１
億
１
２
２
６
万
円
を
繰
入
れ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
の
主
な
特
徴

　

飲
料
水
供
給
施
設
事
業
の
上
水
道
へ
の

統
合
（
平
成
27
年
６
月
）
に
よ
り
、
会
計
の

廃
止
を
予
定
し
て
お
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
２
７
４
２
万
円
（
97
・
７
％
）
減
少
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
国
民
健
康
保
険
事
業
に

お
け
る
制
度
改
正
、
介
護
保
険
事
業
に
お
け

る
介
護
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
特
別

会
計
全
体
の
予
算
規
模
は
増
加
し
、
前
年
度

予
算
対
比
で
６
９
１
３
万
円
（
１
・
６
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一般会計歳出

歳出

48 億
9,300 万円

人
税

創
設
（
法
人

民
税

税

引
下
げ
分
を
国

す
る
も
の
）
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●：平成 27年度予算に係る事業　　　　○：平成 26年度３月補正予算に係る事業

１１
“地域力” 発揮に“地域力” 発揮に
よるまちづくりよるまちづくり

●町制施行 60周年記念事業
　町制施行 60周年を迎えるにあたり、これまでの軌跡
を祝い、町政のさらなる発展を祈念する式典を開催し、
分野ごとの功労者の表彰や「平生町の将来像」の優秀作
文について表彰および披露を行います。また、60周年
記念事業として、記念誌（平生町の歩み）の作成、由紀
さおりさん・安田祥子さん姉妹による童謡コンサート（５
月 13日）の開催や、秋の文化行事で 60周年にちなん
だ町子ども会育成連絡協議会による「60ｍの長～い巻
きずし作り」などを行います。

22
“安全・安心・環境”“安全・安心・環境”
確保による確保による
まちづくりまちづくり

●防災行政無線整備事業
　（デジタル波への更新）
　住民の皆様に、防災情報を迅
速かつ確実に伝えるための防災
行政無線を、平成 21 年度から
年次的に更新しており、本年度
は、アナログ電波からデジタル
電波への更新と、新設を含めた
9局を整備します。

●ハザードマップ作成
　（高潮、津波）
　津波災害が発生した際の浸水区域や避難所などを掲載
した防災マップ（津波、高潮編）を作成し配布します。

●道路補修事業
　（舗装改修、曽根ゾーン 30）
　老朽化により、走行時の平坦性が損な
われた道路について、回復を目的に舗装
改修を行います。
　また、歩行者などの通行を優先とし、
通過交通を可能な限り抑制することを目
的に、平生中学校を中心とした区域に「曽
根ゾーン 30」を整備します。

30

平成 27 年度予算　重点施策

●平生町地域元気づくり交付金の拡充
　「平生町参加と協働のまちづくり条例」の具現化に向
けた取組みとして、公民館単位でのコミュニティ協議会
の設立支援、地域の夢プラン策定の支援を行っていきま
す。また、まちづくりリーダー養成講座の開催やグルー
プ・団体が地域課題を解決するための事業を支援してい
きます。

●小中学校施設耐震化事業
　学校施設の耐震化に引き続き取り組み、平生小学校特
別教室棟（東側）および平生中学校管理・特別教室棟の
耐震補強工事を行います。これにより、耐震化を要する
学校施設の耐震化工事は全て終了します。

●世界ジャンボリー
　地域プログラム開催
　第 23回世界スカウトジャンボリー（７月 28日～８
月８日）が山口市で開催されます。期間中の７月 31日
には、スカウト（中学・高校生年代）120人が本町を訪れ、
町内小・中・高等学校の児童生徒や地域の方々と交流し
ます。

○空き家リフォーム助成事業
　危険・老朽空き家を防止するとともに、移住者向け空
き家バンク物件を充実させるため、空き家バンク登録を
前提とした空き家のリフォームなどに要する費用の一部
を助成します。
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33
“地域福祉” 推進に“地域福祉” 推進に
よるまちづくりよるまちづくり

○若者定住促進住宅補助事業
　町内に移住・定住を希望する若者世帯に対して、住宅
取得などに補助を行うことで、安心して生活できる住宅
環境の確保と人口増加を図ります。

○子育て世帯応援事業　
　子育て世帯への応援として、平成 27年６月の児童手
当支給の対象に合わせて 5千円の町商品券を配布し、生
活支援を図ります。

○健康マイレージ事業
　「健康マイレージ」とは、健康づくりを応援する新し
い健康増進事業です。日々の運動や健康診断の受診、禁
煙、健康講座などに参加した場合にポイントが付与され、
そのポイントを各種景品と交換することができます。

○子育て環境整備事業
　町内に所在する保育園や児童クラブに対して、屋外遊
具、保育備品等購入に必要な費用の支援をすることによ
り、子育て環境の充実を図り、子どもを安心して育てる
ことができる体制整備を行います。

○三世代同居等応援事業
　子どもたちを安心して生み育てら
れ、高齢者が安心して暮らせる健康
で幸せな住環境を整備するため、町
内での三世代同居等に係る住宅の新
築・購入・増改築等の経費の一部を
助成します。

●多子世帯保育料軽減事業
　多子（第３子以上）世帯の経済的負担を軽減するため
の、多子世帯保育料軽減事業の対象を、３歳未満児（現行）
から小学校就学前までの児童に拡充します。

●地域福祉計画策定
　少子高齢化などで地域の連帯が薄くなりつつある社会
環境の中で、人々が相互に助け合い、さまざまな活動に
積極的に参加し、住み慣れた地域でその人らしく安心し
て生活できる地域社会をつくるため、町社会福祉協議会
や関係団体などと連携し、地域福祉計画を策定します。

●ねんりんピック実行委員会補助金
　60歳以上の方々を中心とした、スポーツと文化、健
康と福祉の祭典として、「全国健康福祉祭（ねんりんピ
ック）おいでませ！山口 2015」が、10
月 17日～ 20日の日程で開催され、山口
県下において全国から選手を迎えます。
　本町では 10 月 18 日、19 日に囲碁交
流大会を健康づくりイベントとあわせて
開催し、会場でのおもてなしを通じて、
平生町の魅力を全国に発信します。

事業名 金額

単独土地改良事業 1,080 万円

農免農道整備事業 800 万円

漁港海岸保全事業 8,499 万円

単独町道改良事業 2,300 万円

単独河川改修事業 1,350 万円

事業名 金額

排水機場改修事業 1,840 万円

単独下水路改修事業 250 万円

町営住宅解体事業 200 万円

小学校耐震補強事業 4,285 万円

小学校整備事業 379 万円

中学校耐震補強事業 1,793 万円

中学校整備事業 660 万円

下水道整備事業（特別会計） 1 億 5,246 万円

主な建設事業
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４４
“地域経済” 振興“地域経済” 振興
によるまちづくりによるまちづくり

○起業支援事業
　町内で新たにビジネスを開始する人に対して助成を行
います。起業者の金銭面の負担を軽減し、ビジネスを軌
道に乗せることで、産業の活性化を図ります。

○プレミアム付商品券発行事業
　「地域住民生活緊急支援のための交付金」を活用し、
平生町内限定のプレミアム付商品券を発行することによ
り、町内の消費喚起を図ります。

●伝承の土づくり推進事業補助金
　本町の農業振興施策は「環境保全型農業の推進」であ
ることを再認識し、ひらお特産品センター協同組合を推
進団体と位置づけ、多くの農業者に対して「土づくり」
を基本とした「こだわり栽培」を推進し、安全安心な「こ
だわり栽培農産物」の普及を図ります。

●「ひらお産業まつり」補助金
　本町内の産業の活性化を図ることを目的として開催さ
れるひらお産業まつりを支援します。このまつりは、町
内の各産業から選出された委員からなる実行委員会が企
画・立案・運営を行うもので、今年で 4回目を迎えます。

●柳井地域合同就職面接会負担金
　柳井地域内（平生町・柳井市・周防大島町・田布施町・
上関町）合同で就職面接会を開催し、地域内の就職機会
の増大と雇用の促進を図ります。

●サザンセト・ロングライド
　実行委員会補助金
　全国からサイクリング愛好家を募集し、柳井地域内の
地域や景観等魅力あるコースを自転車で楽しく走っても
らうイベントを１市４町が合同で開催し、地域の魅力を
全国に発信します。

●野菜価格安定対策事業
　山口県認定産地の認定を受けたタマネギを共同販売す
る農家に対して、価格保証のための基金を創設します。

５５
“行財政基盤” 強化“行財政基盤” 強化
によるまちづくりによるまちづくり

●ふるさと納税促進
　魅力ある特産品メニューを取りそろえることで寄附金
額の上積みを図るとともに、町内産品のＰＲと販路拡大
など地場産業の活性化を図るため、ふるさと納税を１万
円以上納めていただいた人に、感謝の気持ちと本町の魅
力を伝えるため、特産品を進呈します。

●社会保障・税番号制度導入準備
　番号制度は、社会保障・税番号制度の効率性・透明性
を高め、国民にとって利便性の高い公平・公正な社会を
実現するための社会基盤です。10月から住民登録のあ
る全住民に対し、個人番号が記載された通知カードが郵
送されます。また、平成 28年１月からは本人の申請に
より、本人確認や市町村、行政機関等での手続きなどに
利用できる個人番号カードの発行が実施されます。
　この社会基盤を構築するために必要となる個人番号の
付番や情報連携に対応するため、町の所有する業務シス
テムの改修やネットワーク整備を行います。

●安定的な税収確保
　町税等の課税について、社会・経済状況を見極め課税
客体を的確に把握し、公平・適正な賦課に努めます。
　また、納期内納付、自主納税の啓発および口座振替の
推進による的確な徴収を行うとともに、法令に基づく厳
正な滞納整理を行うなど積極的な収入確保に努めます。

●○持続可能な行財政基盤の
　　強化に向けた取り組み
　財政のマネジメント強化、より分かりやすい情報開示
を図るため、統一的な基準による地方公会計の整備（財
務書類等の作成）に向けた基礎資料となる固定資産台帳
を整備します。また、「活力ある住みよいまち」をつく
るため、まちづくり計画（総合計画後期計画）とそれを
下支えするための行財政基盤の整備計画（行革大綱）の
策定を行います。
　人口の現状を分析し、将来人口の展望を示す「長期人
口ビジョン」を策定するとともに、都会から平生町に「ひ
と」を呼び込むため、総合計画の中から更に重点施策・
目標を特化した「総合戦略」を策定します。
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今回供用開始する区域

供用開始済区域

下
水
道
の
区
域
が

拡
大
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
に
つ
い

て
、
下
水
道
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

新
た
な
供
用
開
始
区
域
の
人
は
、
４
月

１
日
以
降
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
下
水
道
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
と

違
い
、
限
ら
れ
た
区
域
内
の
人
し

か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
整

備
費
用
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な
う

こ
と
は
、
税
負
担
の
公
平
を
欠
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
事
業
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
、
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
負
担
金
は
一
度
限
り

　

負
担
金
は
、
供
用
開
始
区
域
内

の
人
に
か
か
り
ま
す
が
、
毎
年
賦

課
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
度
限

り
の
も
の
で
す
。

◎
申
告
制
に
つ
い
て

　

負
担
金
は
、
間
違
い
な
く
運
用

す
る
た
め
に
申
告
制
に
な
っ
て
い

　

下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
排

水
設
備
（
公
共
マ
ス
ま
で
の
宅
地

内
の
排
水
管
や
マ
ス
な
ど
）
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
水
洗

便
所
に
改
造
し
、
浄
化
槽
に
よ
る

水
洗
便
所
は
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
、
下
水
道
に
つ
な
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
は
、
下
水
道
が
使
用
で

き
る
区
域
に
な
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
平
生

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
く
み
取
り
便
所
の
水
洗

化
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
を
対
象
と
し
た
「
改
造

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
融
資
を
受
け
た

い
場
合
は
、
工
事
を
依
頼
す
る
際

に
指
定
工
事
店
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

ま
す
。
対
象
と
な
る
人
に
は
申
告

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

確
認
の
う
え
期
限
ま
で
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
受
益
者
・
金
額
・
納
付
方
法

　

区
域
内
す
べ
て
の
土
地
が
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
地
目
や
利
用
状

況
に
よ
り
徴
収
猶
予
や
減
免
の
措

置
が
あ
り
ま
す
。

　

負
担
金
額
は
１
㎡
あ
た
り

４
０
０
円
で
、
土
地
の
面
積
を
乗

じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

５
年
間
の
分
納
で
１
年
を
４
期
に

分
け
て
計
20
回
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
（
一
括
納
付
も
で
き
ま

す
）。
ま
た
、
第
１
期
の
納
期
は

７
月
末
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

町
役
場
建
設
課　

☎
（
５
６
）
７
１
１
８

排
水
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
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者
に
商
品
代
を
支
払
い
ま
す
。

特
産
品
は
、
相
当
額
以
上
の
も

の
で
も
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
町

か
ら
の
支
払
金
額
は
３
０
０
０

円
と
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
提
案
事
業
者
の
メ
リ
ッ
ト

①
県
内
外
の
方
に
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
通
じ
て
、
企
業
名
・
事
業
者
名
・

商
品
名
な
ど
が
Ｐ
Ｒ
さ
れ
ま
す
。

②
商
品
発
送
時
に
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

の
同
封
が
で
き
、
事
業
者
の
商

品
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

４
月
10
日
㈮
〜
30
日
㈭

●
申
込
方
法

　

町
総
合
政
策
課
・
佐
賀
出
張
所

に
備
え
付
け
の
提
案
書
様
式
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
様
式
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
締
切
後
に
審
査
・
決
定
し
、

文
書
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
役
場
総
合
政
策
課
政
策
調
整
班

☎
（
５
６
）
７
１
２
０

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.tow

n.hirao.lg.jp/

※
詳
し
く
は
町
総
合
政
策
課
・
佐

賀
出
張
所
に
備
え
付
け
の
「
ふ
る

さ
と
平
生
応
援
寄
附
に
係
る
特
産

品
提
案
募
集
要
領
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

図
る
と
と
も
に
、
町
内
産
品
の
Ｐ

Ｒ
と
販
路
拡
大
な
ど
地
場
産
業
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
特
産
品
の
提
案
を
募
集

し
ま
す
。

　

採
用
さ
れ
た
特
産
品
は
、「
ふ

る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
」
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
や
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

本
町
で
は
、
本
年
度
か
ら
１
万

円
以
上
の
「
ふ
る
さ
と
平
生
応
援

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
を

い
た
だ
い
た
方
に
、
感
謝
の
気
持

ち
と
本
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
特
産
品
を
進
呈
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
魅
力
あ
る
特
産
品

メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
そ
ろ
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
寄
附
金
額
の
上
積
み
を

●
応
募
要
件

①
平
生
町
に
事
業
所
（
工
場
を

含
む
）
が
あ
る
企
業
、
個
人
事

業
者

②
平
生
町
の
魅
力
を
体
感
で
き

る
商
品
で
、
か
つ
町
内
で
製
造
・

加
工
・
採
取
・
栽
培
・
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
商
品

を
、
寄
附
者
に
送
付
し
て
い
た

だ
け
る
企
業
、
個
人
事
業
者

●
提
案
事
業
者
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と

①
ふ
る
さ
と
特
産
品
（
３
０
０
０

円
相
当
）
を
寄
附
者
に
送
付
（
送

料
は
提
案
事
業
者
負
担
）

②
町
に
対
し
て
、
送
付
実
績
を

報
告
、
特
産
品
代
の
請
求

※
寄
附
者
に
ふ
る
さ
と
特
産
品
を

送
付
し
た
後
、
町
が
提
案
事
業

『
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
』に
係
る

特
産
品
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
！

❹ふるさと特産品の発送

❶寄附
❷特産品の選択 ❺実績報告

　特産品代請求

❸住所・氏名
　などの連絡

❻特産品代
　支払い

ふるさと平生応援寄附金に係る特産品サービスの流れ

　平生町では、平成27年度に、町内の消費喚起を
促し町内経済の活性化を図ることを目的として、町
内の登録された小売店・飲食店・サービス事業所な
どで利用できるプレミアム商品券事業を実施しま
す。
　このたび、この事業にご協力いただく取扱店を次
の要領で募集しますので、ご協力をお願いします。

応募資格
平生町内で営業している小売店・飲食店・サービ
ス事業所など（法人・個人事業を問いません。）

ふるさと
納税者

平生町

提案
事業者

URL

応募方法
　平生町商工会に備え付けの申込用紙に必要事項
を記入の上、平生町商工会へ申し込んでください。
（申込用紙は町ホームページからもダウンロードで
きます。）
　審査の結果、取扱店に指定した事業所には、取
扱店証を交付し、その際に詳しい内容の説明およ
びポスターなどの配布をします。
応募期間
４月10日㈮～30日㈭［受付：午前9時～午後５時］
応募・問合せ先
平生町商工会　☎（５６）２２４５

平生町のプレミアム商品券の発売
は、６月下旬を予定しています。

プレミアム商品券
取扱店募集
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■問合せ先 町役場総務課 まちづくり推進班 ☎（５６）７１１１
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竪ヶ浜コミュニティ協議会設立総会
大野コミュニティ協議会総会

国　民　年　金
「学生納付特例制度」は毎年度申請が必要です
　20歳以上の人は学生であっても国民年金に加入しな
ければなりません。しかし、所得が一定以下の学生は、
国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」
を受けることができます。この特例の承認期間は４月～
翌年３月で、毎年度申請が必要です。
●所得の目安
「118万円＋（扶養親族等の数× 38万円）」以下
●昨年度（平成 26年度）も特例を受けていた人
　在学予定期間が終了していない人には、申請書（ハガ
キ形式）を送付しています。必要事項を記入して返送す
ることで、簡単に平成 27年度の申請ができます。
●新規（変更）申請する人
　新たに申請する人や、在学する学校などに変更がある

人は、申請先で手続きをしてください。
【持参物】学生証（コピー可）または在学証明書、印章
■申請・問合せ先
徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２
町役場町民課 保険年金班　☎（５６）７１１３

出張年金相談（予約制）のご案内
　徳山年金事務所では、予約制による出張年金相談を実
施していますので、ぜひご利用ください。
●予約申込み電話番号
徳山年金事務所 お客様相談室
☎０８３４（３１）２１５２
㊟申込みは相談希望日の前月初日から希望日の前日まで。
㊟基礎年金番号や相談内容などについて確認します。
●予約時間帯（場所・日時）
平生町商工会　偶数月第 1木曜日
午前 10時～ 12時、午後１時～４時

竪ヶ浜コミュニティ協議会設立総会が
開催されました！

　３月30日、竪ヶ浜コミュニティセンターでコミュ
ニティ協議会設立総会が開催されました。代議員や
地区住民の方をはじめ、来賓として山田町長を迎え、
44人が出席しました。来賓あいさつの後、議事の
コミュニティ協議会規約
（案）、役員の選任（案）、
事業計画（案）、会費（案）、
予算（案）について審議し、
すべて賛成多数で採択さ
れ、コミュニティ協議会が

設立されました。
　終わりに、中嶋一成会長ほか新役員の紹介をし、設
立総会を終えました。コミュニティ協議会ではアン
ケート調査や実施計画の作成等、本格的に活動をス
タートしました。

竪ヶ浜コミュニティ協議会　地域づくり計画
◆笑顔あふれる　竪ヶ浜
　高齢者福祉、子供の健全育成
◆安心して暮らせる　竪ヶ浜
　災害時の避難場所の整備、地域防災組織の強化
◆光輝く　竪ヶ浜
　新規イベントの開催、地域特産品の開発　他

平成27年度大野コミュニティ協議会
総会が開催されました！

　３月７日、大野公民館でコミュニティ協議会総会が
開催され、代議員やコミュニティ協議会役員の57人
が出席しました。総会では
26年度活動報告、収支決
算・監査報告、27年度活
動計画、予算について審議
され、すべて賛成多数で採
択されました。

　最後に、コミュニティ協議会ではこれから地域づく
り計画の策定や各種行事を行うため、部会員の募集の
お願いをし、総会を終了しました。
平成27年度大野コミュニティ協議会　活動計画

・ひとり暮らし、高齢者の見守り、支え合い活動
・通学路の草刈、地域防災訓練の実施
・大野地域の一斉ゴミ拾い
・盆踊り等、従来行事の主催団体との連携による行
事の活性化

・情報誌の発行　他
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 １
月
、
ス
ー
パ
ー
の
店
内

で
、
楊
枝
を
菓
子
袋
に
突
き

刺
し
、
中
に
押
し
込
ん
で
い

る
映
像
が
ネ
ッ
ト
に
流
れ
、

世
間
を
騒
が
せ
ま
し
た
。
そ

れ
は
自
分
の
動
き
を
撮
影
し

な
が
ら
、
ま
た
解
説
を
付
け

な
が
ら
の
も
の
で
、
い
た
ず

ら
に
し
て
は
度
が
過
ぎ
る
も

の
で
し
た
。

前
後
し
て
、
多
く
の
食
の

安
全
を
脅
か
す
よ
う
な
事
件

が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
産
ワ
イ
ン
に
ガ
ラ
ス

片
の
混
入
、
人
気
の
即
席
麺

に
虫
の
混
入
、
ケ
ー
キ
に
カ

ビ
、
離
乳
食
に
虫
の
混
入
、

な
か
で
も
一
番
の
驚
き
は
フ

ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
に
人
の
歯
が

入
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
。

製
造
工
程
で
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
で
あ
り
、
記
者
会
見
で

も
半
信
半
疑
の
よ
う
な
会
社

の
広
報
担
当
者
の
困
惑
し
た

様
子
が
テ
レ
ビ
で
映
し
出
さ

れ
て
も
い
ま
し
た
。

一
連
の
事
件
を
見
て
食
の

安
全
を
脅
か
す
事
件
は
二
つ

に
大
別
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
一
つ
は
製
造
工
程
に
お

け
る
機
械
器
具
の
劣
化
等
に

よ
る
混
入
、
も
う
一
つ
は
人

的
要
因
に
よ
る
混
入
で
す
。

以
前
、
輸
入
冷
凍
餃
子
に

農
薬
が
混
入
さ
れ
て
い
て
、

食
べ
た
家
族
全
員
が
食
中
毒

を
起
こ
す
と
い
う
事
件
が
発

生
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
食
の
安
全

を
守
る
た
め
に
色
々
な
方
策

が
講
じ
ら
れ
、
法
律
も
改
正

を
さ
れ
、
万
全
の
態
勢
が
敷

か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
企
業
と
し
て
そ
れ
を
守

ら
な
い
こ
と
や
従
業
員
が
内

規
を
守
ら
な
い
こ
と
に
原
因

が
あ
る
と
し
た
ら
、
残
念
な

こ
と
で
す
。
ま
し
て
、
一
個

人
の
身
勝
手
な
考
え
で
敢
え

て
人
々
を
不
安
に
陥
れ
る
行

為
は
許
せ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

日
常
生
活
に
お
い
て
、
食

の
安
全
に
つ
い
て
、
な
ん
ら

心
配
を
す
る
こ
と
な
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
環
境
は
誰

も
が
望
む
も
の
で
す
。
こ
れ

ま
で
日
本
は
世
界
一
治
安
の

良
い
国
だ
と
評
価
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
に
お
い
て
も

同
様
の
判
断
が
さ
れ
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う

い
う
事
件
や
事
故
が
続
く
こ

と
で
、
安
心
し
て
生
活
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

競
争
社
会
と
い
う
現
実
の

も
と
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
り

食
の
安
全
が
保
て
な
く
な
る

実
態
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

他
人
を
尊
重
す
る
考
え
の
欠

如
し
た
行
動
で
疑
心
暗
鬼
が

引
き
起
こ
さ
れ
て
も
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
も
と
も
と

人
間
社
会
が
作
り
出
す
も
の

で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で

は
食
も
人
権
の
一
つ
と
思
い

ま
す
。
全
世
界
で
そ
の
安
全

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

時
代
に
入
っ
て
き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）

No.52
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町
で
は
「
第
四
次
平
生
町
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
の

策
定
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
は
「
住
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
住
み
良
い
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た

め
に
つ
く
る
も
の
で
す
。
計
画
づ
く
り
に

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た

す
人

・
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
18
歳
以

上
の
人

・
平
生
町
内
に
在
住
す
る
人

・
ま
ち
づ
く
り
や
人
口
減
少
克
服
に
興
味

や
関
心
の
あ
る
人

●
募
集
人
数　

３
人
以
内

●
職
務
内
容　

第
四
次
平
生
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
の
審
議
お
よ
び
地
方
創
生

総
合
戦
略
の
審
議

※
両
委
員
を
兼
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で

●
報
酬　

審
議
会
・
委
員
会
に
出
席
し
た

と
き
は
、
日
額
５
１
０
０
円
の
報
酬
を
お

支
払
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

４
０
０
字
以
上
８
０
０
字

以
内
の
作
文
と
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
書
い
て
応
募
先
ま
で
持
参
、
郵

「
平
生
町
総
合
計
画
審
議
会
」 

「
地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
作
文
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
関
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

①
平
生
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と

②
平
生
町
の
人
口
減
少
克
服
・
地
方
創
生

に
必
要
な
こ
と

●
募
集
期
間　

４
月
13
日
㈪
〜
５
月
７
日

㈭
（
期
間
内
消
印
有
効
）

●
選
考
方
法　

応
募
さ
れ
た
作
文
等
に
よ

り
「
平
生
町
公
募
委
員
選
考
委
員
会
」
で

選
考
し
、
結
果
は
ご
本
人
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

●
そ
の
他

・
委
員
の
氏
名
は
公
表
し
ま
す
。

・
収
集
し
た
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
は
十

分
留
意
し
、
他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

・
申
込
み
に
要
す
る
費
用
は
お
支
払
い
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
・
問
合
せ
先 

平
生
町
役
場 

総
合
政
策
課
（
〒
742-

1195 

平
生
町
大
字
平
生
町
２
１
０

－

１
）

　

☎
（
５
６
）
７
１
２
０

　

seisaku1@
tow
n.hirao.lg.jp

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

http://w
w
w
.tow

n.hirao.lg.jp/

URL

あなたの 力
ちから

を、
まちづくりに活か
してみませんか
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百
花
が
競
い
咲
く
４
月
、
学
校

は
新
学
期
が
始
ま
り
、
初
々
し
い

新
入
児
童
、
生
徒
の
姿
が
周
囲
を

明
る
く
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
町

役
場
で
も
、
目
下
、
統
一
地
方
選

挙
へ
の
対
応
真
っ
只
中
で
す
が
、

職
員
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
新
年

度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
本
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
で
あ
る
『
第
４
次
総
合

計
画
』
の
後
期
計
画
と
、
行
財
政

基
盤
の
強
化
を
目
指
す
『
第
６
次

行
革
大
綱
』
の
策
定
と
い
う
大
仕

事
に
加
え
、
国
の
〝
地
方
創
生
〞

に
呼
応
し
た
地
方
版〝
総
合
戦
略
〞

を
練
り
上
げ
て
い
く
重
要
な
年
と

な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
年
度
予
算
で

重
視
し
た
の
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
児
童
・
生
徒

の
安
全
確
保
の
た
め
の
小
・
中
学

校
校
舎
の
耐
震
対
策
で
す
。
平

成
18
年
度
に
「
耐
震
化
推
進
計

画
」
を
策
定
し
て
以
来
、
ち
ょ
う

ど
10
年
、
今
年
度
で
耐
震
化
率

１
０
０
％
を
達
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
感
慨
一
入
の
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
も
４
年
掛
か
り

の
事
業
で
す
が
、
今
年
度
で
完
了

の
運
び
と
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

も
、
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

や
保
育
料
の
負
担
軽
減
な
ど
〝
未

来
へ
の
投
資
〞
と
し
て
予
算
配
分

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、「
参
加
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
は
、
現
在
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
設
立
や
夢

プ
ラ
ン
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
組
み
が
成
果

を
挙
げ
る
よ
う
、
町
も
財
政
支
援

を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、〝
地
方
創
生
〞
関
連

の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
と
し

て
、
一
つ
は
消
費
喚
起
を
促
す
プ

レ
ミ
ア
（
２
割
）
付
き
商
品
券
の

発
行
を
、
二
つ
目
は
「
若
者
定
住

促
進
住
宅
補
助
事
業
」
や
「
三
世

代
同
居
等
応
援
事
業
」、
空
き
家

対
策
、
起
業
支
援
等
、
人
口
減
対

策
と
地
域
活
性
化
に
資
す
る
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま

す
。

　

さ
て
、こ
の『
町
長
室
の
窓
』も
、

早
い
も
の
で
１
５
０
号
と
な
り
ま

し
た
。
私
な
り
に
、
町
政
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
努
め

て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、
今
思
え

ば
、
自
ら
の
能
力
を
顧
み
な
い
、

何
と
も
無
謀
な
挑
戦
だ
っ
た
こ
と

か
…
。
こ
の
拙
文
に
付
き
合
っ
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
意
見
や
ご
叱
声
を
賜
れ
れ
ば
幸

い
で
す
。

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト

No.150

町長室の窓

平成27年４月号 広報ひらお

町民課の
窓口延長サービス

●毎月第２・第４金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本（除籍・原戸籍は除く）
　　　　　　　　　印鑑登録証、印鑑証明書

犬や猫などの
飼育マナーを
守りましょう
　犬や猫に関する苦情が多く寄せられ
ています。一部の無責任な飼い主によっ
て、全体が悪く見られてしまいます。
　「自分は大丈夫」と思っている飼い主
の方々も、もう一度飼育マナーについ
て考えてみてください。
　「犬のフン」は、飼い主が責任を持っ
て持ち帰りましょう。

　犬の放し飼いは法律で禁止されてい
ます。散歩中も必ずつなぎましょう。

　犬の登録および狂犬病予防注射は、
飼い主としての義務です。

　猫はできるだけ屋内で飼いましょう。
　野良猫への無責任なエサやりは、や
めましょう。

　動物の習性などを正しく理解し、終
生責任をもって飼いましょう。

■問合せ先
　町役場町民課　☎（５６）７１１３

第四次平生町総合計画
「実施計画書」を
公表します

　町では、平成 23年度からスタートし
た第四次平生町総合計画における具体
的な取り組み状況をまとめた「実施計
画書」を毎年度策定し公表しています。
　平成 27年度における「実施計画書」
を次のとおり作成し、公開しますので
お知らせします。
●掲載内容　平成 27年度～ 29年度の
３カ年の主な取組みとなる事務事業（各
種サービスなど）を、総合計画の体系
に合わせた形で掲載
●公開期間　４月 17日㈮～
●設置場所　町役場本庁（正面入口）、
各公民館、図書館
※町ホームページ（http://www.town.
hirao.lg.jp/）からもご覧いただけます。

■問合せ先
町役場総合政策課
☎（５６）７１２０
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郷土の歴史を学ぶ
　３月 14日、平生図書館で「歴史講座」が行われ
ました。
　講師に下松市地方史研究会の岡﨑鎭生さんを迎
え、郷土に縁の深い大野毛利家や第二奇兵隊につ
いて学ぶとともに、吉田松陰や高杉晋作、楫取素
彦（松陰の妹 “文” の夫）の活躍など、今から
150年前の時代についての知識を深めました。

人材育成研修会
　３月 24日、「要約筆記ふうしゃ」主催の平生町
人材育成研修会が町役
場で行われました。
　講師にライフスタイ
ル研究所の船﨑美智子
代表を迎え、協働のまち
づくりを担う町内の各
種団体の方々が参加。グ
ループワークを中心と
した研修内容で、リーダ
ーづくりや人材育成な
どについて学びました。

児童館まつり
　３月 14日、平生中央児童館で第 17回平生中央
児童館まつりが開催されました。
　館内のステージコーナーでは、児童クラブの子ど
もたちの発表などが行われ、会場は多くの観覧者で
埋めつくされていました。また、屋外にはバザーや
各種販売コーナーなどが設けられるとともに、ヤッ
チャレ群団の演舞や綱渡りショーなどの催しが行わ
れ、訪れた多くの方々が楽しい時間を過ごしました。

スポーツ少年団交流事業
　２月 28 日、町体育館にス
ポーツ少年団員が集い、綱引
きや長縄跳び、卓球などのレ
クリエーション競技を共に楽
しむことで、団員相互の交流
を深めました。

田名公民館まつり
　３月 15 日、佐賀公民館田
名分館で開催。屋外ではもち
つき、屋内ではステージ発表
などが行われ、その温かい雰
囲気には地域の絆が感じられ
ました。

町老連カラオケ大会
　３月８日、曽根公民館で開
催され、町内の各老人クラブ
から募った 35 人が、自慢の
歌声を披露。各クラブから応
援参加者も多数駆けつけ、会
場を盛り上げていました。

祝  卒業・卒園
　町内の小・中学校および幼
稚園・保育園で、卒業・卒園
式が行われました。各卒業
（園）生は学び舎を後にし、
それぞれが新たな舞台へと羽
ばたいていきました。
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

平成27年４月号 広報ひらお

表 彰

表 彰

表 彰

表 彰

学校関係善行者表彰
　平生中学校１年生※の大田鈴蘭さんが、学校関係善
行者表彰・社会奉仕（県教育長表彰）
を受賞されました。
　大田さんは、曾祖母が生前お世
話になっていた老人福祉施設を毎
週訪問し、入所者の方々とお話し
をしたり、洗濯物を一緒にたたん
だり、食事のお手伝いをしたりと
いう交流を継続して行っておられ
ます。
※学年は受賞時（平成 27年３月 17日）のもの

学校給食優良校
　町立佐賀小学校が、平成 26年度
山口県学校給食優良校として県教
育長から表彰を受けました。
　同校の給食はランチルーム形式
で、温かい人間関係の育成を実現
しています。また、地域の人たち
を招いてのふれあい給食など、地
域と学校が一体になった取組みを
行っています。

消防団等地域活動表彰
　平生町消防団（団長：伊田親男）が平成 26年度消防
団等地域活動表彰・消防団表彰（消防庁長官表彰）を
受賞しました。
　同団は、避難訓練時の防災啓発活動など地域に密着
した活動を展開していま
す。また、防災士の資格
取得による団員の防災知
識の向上や女性団員の入
団等による団員数の維持
を図るなど、地域防災力
の向上に努めています。

消防功労者表彰
　平生町消防団第６分団長の村田
眞作さんが、平成 26年度消防功労
者消防庁長官表彰を受賞されまし
た。
　村田さんは、昭和 60年に入団以
来約 30年にわたり、消防団員とし
て第一線で活躍されています。ま
た、平成 19年からは第６分団長と
して、職務に尽力されています。

寄贈

寄贈

▽

贈
呈
式
（
３
月
13
日
）
平

生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
森

久
子
会
長
（
写
真
左
か
ら
４

人
目
）
か
ら
各
園
長
・
校
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

山口県トラック協会
小学校新入児童に黄色い雨傘

中学校新入生徒に自転車用テールランプ

平生ライオンズクラブ
幼・保育園新入園児に交通安全ワッペン

小学校新入児童にものさし

▽

贈
呈
式
（
３
月
13
日
）
山

口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
柳
井
支

部
の
藤
谷
拾
人
支
部
長
（
写

真
左
か
ら
２
人
目
）
か
ら
各

校
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

スポーツ大会結果
平生町ソフトバレーボール大会
（３月８日／町体育館）
・参加 14 チーム
・３ブロックでのリーグ戦
【Ａブロック】 
 １位　セキガハマーズ
【Ｂブロック】 
 １位　タイラント
【Ｃブロック】
 １位　光輝シローズ

第 40 回平生少年剣道大会
（３月 15 日／町体育館）
【団体戦】
 小学高学年の部 敢闘賞　平生剣道スポーツ少年団
 中学男子の部　 準優勝　平生中学校
 中学女子の部　 第３位　平生中学校
【個人戦】
 中学女子の部　 準優勝　髙橋 夕梨花さん
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あ
な
た
を
が
ん
か
ら
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す

〜 

が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
か
？ 

〜

　

が
ん
の
早
期
発
見
に
必
要
な
の

は
、
症
状
が
出
た
ら
す
ぐ
に
検
査

を
受
け
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
早
期
の
が
ん
で
は
症
状
が
出

な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

無
症
状
の
う
ち
に
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
早
期
が
ん
の

段
階
で
治
療
を
受
け
れ
ば
、
が
ん

に
よ
っ
て
は
９
割
近
く
が
完
治
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
」
で
あ
る
今
こ
そ
、
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
27
年
度
平
生
町
が
ん
検
診

の
日
程
表
を
４
月
の
第
４
金
曜
日

に
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

高齢者の肺炎球菌感染症の
予防接種について

　高齢者の肺炎球菌感染症の予防接種が「定期接種」
となっています。
　今年度の対象者には、４月下旬に予診票とご案内
文を郵送します。
●対象　次の①または②に該当する人
①平成 27年４月１日～平成 28年３月 31 日の間
に 65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・
95歳・100歳になる人

② 60歳以上 65歳未満の人で、心臓、腎臓、もし
くは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに
より免疫の機能に障害がある人 ( インフルエンザ
の定期対象者と同様 )

※すでに成人用肺炎球菌ワクチンの接種を受けた
人は対象となりません。

※昨年度の対象者が、今年度接種することはでき
ません。

●回数　１回接種
●接種できる期間　４月下旬にご案内が届いてか
ら、平成 28年３月 31日まで
■問合せ先
町保健センター　☎（５６）７１４１

No.646

広報ひらお平成27年４月号

☆毎月19日は「食育の日」です。家族や仲間といっしょに食事を楽しみましょう☆

　ミキサーで混ぜるだけでできる簡単な春らしいデ
ザートです。
　ヨーグルトは水切りしたものにすると、さらに濃
厚な味わいになります。

《作り方》
① 水にゼラチンをふり入れてふやかす。
② ミキサーにヘタを取った苺、ヨーグルト、砂糖
を入れてまわす。
③ ①のゼラチンを電子レンジにかけて溶かし、②
に入れてまわす。
④ ③を器に流し入れて冷蔵庫で冷やし固める。
⑤ 固まったら、薄切りにした苺を飾る。

《材　料》　４人分
ゼラチン　　　　　５ｇ
水　　　　　　大さじ２
苺　　　　　　　150ｇ

ヨーグルト　　　200ｇ
砂糖　　　　　　  40ｇ
飾り用の苺

１人当たり塩分：*** ｇ

おすすめメニューおすすめメニュー

平生町食生活改善推進協議会

苺のヨーグルトムース

早期発見から完治までの流れ

がん検診を受ける

要精密検査　　　　　　　異常なし

精密検査を受ける

早期発見

早期治療

経過観察

完治

○
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
カ
条

　

喫
煙

１
条　

た
ば
こ
は
吸
わ
な
い

２
条　

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
で

き
る
だ
け
避
け
る

　

飲
酒

３
条　

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

食
事

４
条　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生

活
を

５
条　

塩
辛
い
食
品
は
控
え
め
に

６
条　

野
菜
や
果
物
は
豊
富
に

　

身
体
活
動

７
条　

適
度
に
運
動

　

体
形

８
条　

適
切
な
体
重
維
持

　

感
染

９
条　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
感
染

予
防
と
治
療

　

検
診

10
条　

定
期
的
な
が
ん
検
診

　

受
診

11
条　

体
の
異
常
に
気
が
つ
い
た

ら
、
す
ぐ
に
受
診
を

　

情
報

12
条　

正
し
い
が
ん
情
報
で
が
ん

を
知
る
こ
と
か
ら

【
財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興
財
団
】



生
涯
学
習
推
進
だ
よ
り

４月…20日㈪、27日㈪、30日（木／月末整理日）
５月…４日㈪、11日㈪

新着図書の紹介

休館日

平生図書館　☎（５６）２３１０
【開館時間】午前９時～午後５時15分

リバース
相場 英雄 著

乙女の家
朝倉 かすみ 著

吉田松陰の名言100
野中 根太郎 著

家庭でできる食品添加物・農薬を落とす方法
増尾 清 著

こどもの読書週間 　平生図書館では１カ月間「親子でのぞいてみよう！いろいろ
な世界（写真絵本）」の展示および貸出を行いますのでご利用く
ださい。４月23日㊍～５月12日㊋

だるまなんだ２
丸山 誠司 絵

りゆうがあります
ヨシタケシンスケ 作・絵

めがねがなくてもちゃんとみえてるもん！
エリック・バークレー 作

アレハンドロの大旅行
きたむら えり 作

マララとイクバル
ジャネット・ウィンター 作

全国御朱印図鑑
八木 透 監修

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

『漂流郵便局』
久保田 沙那 著（小学館）

話題の 本本

　瀬戸内の小さな島にある郵便局は、
届け先のわからない手紙を受け付け
る、たったひとつの郵便局です。漂
流郵便局（旧粟島郵便局）
に寄せられた、心をゆさ
ぶる69通の手紙を収録。
実際の漂流郵便局のしつ
らえなども紹介します。

図書館図書館
だよりだより
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.232
　

今
年
は
山
口
県
で
第
23
回
世

界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が

開
催
さ
れ
る
年
で
す
。

　

世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
と
は
、
４
年
に
１
回
、
世
界
各

地
で
開
催
さ
れ
る
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
世
界
最
大
の
祭
典
で
す
。

１
６
２
の
国
と
地
域
か
ら
約

３
万
人
の
ス
カ
ウ
ト
が
山
口
市

き
ら
ら
浜
に
集
結
し
ま
す
。
日
本

開
催
は
昭
和
46
年
の
静
岡
県
朝

霧
高
原
以
来
44
年
ぶ
り
２
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

山
口
県
で
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト

に
全
県
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
世

界
の
ス
カ
ウ
ト
を
「
お
も
て
な

し
」
の
心
で
迎
え
る
こ
と
を
通
し

て
、県
の
元
気
、

地
域
の
元
気
を

さ
ら
に
高
め
よ

う
と
、
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

開
催
期
間
は

７
月
28
日
か
ら

８
月
８
日
で
、

会
場
の
一
区
画

に
お
い
て
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
フ
ェ

ス
タ
（
７
月
30
日
〜
８
月
６
日
）

が
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
フ
ェ
ス

タ
に
は
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
以
外

に
一
般
の
皆
さ
ん
も
「
デ
イ
ビ
ジ

タ
ー
」
と
し
て
入
場
し
、
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
、
海
外
の
ス
カ

ウ
ト
た
ち
と
交
流
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
フ
ェ
ス

タ
の
ス
テ
ー
ジ
に
平
生
町
か
ら

も
出
演
す
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
８
月
５
日
に
は
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
内
の
国
際
交

流
ゾ
ー
ン
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
リ

ア
」
に
て
、
平
生
町
観
光
協
会
が

平
生
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
カ
ウ
ト
が
県
内
各
地

を
訪
問
し
、
小
中
学
生
や
県
民
と

交
流
す
る
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
平
生
町
で
は
７

月
31
日
に
各
小
中
学
校
お
よ
び

保
健
セ
ン
タ
ー
、
阿
多
田
交
流
館

に
て
行
わ
れ
ま
す
。
平
生
町
で
は

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
語
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
英
語
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

活
動
の
見
学
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

　

世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ

ー
は
、
山
口
県
に
い
な
が
ら
世
界

各
国
の
青
少
年
や
文
化
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
の
で
き
る
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
こ
の
夏
休
み
、
ご

家
族
で
異
文
化
交
流
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

※
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
へ
の

入
場
に
つ
い
て
、
山
口
県
民
は
無

料
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（「
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
」
で
検
索
）
を
ご
覧
に
な
る

か
、
町
教
育
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
５
６
）
６
０
８
３

世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
が

や
っ
て
く
る
！平生

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

平成27年４月号 広報ひらお
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（平成27年「交通安全年間スローガン」）

　社会人になり、初めてクレジットカードを作ります。ど
のようなことに気を付ければいいですか。

　カードの申込時には、支払い方法をしっかり確認するこ
とが大切です。リボルビング払いを利用するときは、常に
利用額と手数料を把握するようにしましょう。

　クレジットカードの支払い方法には、翌月一括払い、分割払い、
ボーナス一括払い、リボルビング払いなどの方法があります。
　分割払いは、支払い回数が多いほど高い利率の手数料がかか
ります。支払い回数を指定できるため支払いが終わる時期を把
握しやすいですが、複数の買い物をしていくと、一月の返済額
が高額になることがあります。
　リボルビング払いは、月々の支払額が決まっているため、家
計管理がしやすい方法といえます。
　しかし、手数料が常に残高に対して発生するため、新たな買
い物をすれば、支払総額と支払い回数が増えていきます。
　無計画に利用していると、本人でさえ、いつ払い終わるのか
分からなくなることもありますので注意しましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

クレジットカードの使い方について
相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 思 い や り 　 ゆ と り は 無 事 故 へ 　 つ づ く 道

広報ひらお平成27年４月号

県内では、
◆業者が「家の点検に来た」と訪問し、「床下が
カビだらけで、このまま
では病気になる」、「屋根
瓦が壊れかけており、こ
のままでは雨漏りする」
等と不安をあおって工事
契約をさせ、高額な工事
代金を請求する。

◆自宅に電話をかけ、「投資をすれば必ず儲かり、
元本も保証する」等と言って、お金を騙しとる。

などの悪質商法事案が発生しています。
　悪質業者に騙されないため、次のキーワードを
参考に被害防止に努めましょう。

キーワード「悪質業者は う・そ・つ・き」

うまい話を信用しない！　うまい話、儲かる話に
は、必ず大きな落とし穴

そうだんする！　ひとりで判断せず、家族・知人・
相談機関に相談

つられて返事をしない！すぐに契約しない！　悪
質業者は、言葉巧みにすぐ契約するよう迫る

きっぱり！はっきり！断る！　曖昧な返事をせ
ず、キッパリ、ハッキリと断る！

　不安を感じたり、被害にあったときは警察や県・
市町の消費生活相談窓口などに相談しましょう。

　公的機関をかたる者から

医療費の還付金があるので、携帯電話と
キャッシュカードを持って、ＡＴＭに行って！
は詐欺の手口です。公的機関が各種還付金手続き
でＡＴＭを指示することはありません。

悪質商法にご用心

振り込め詐欺
被害防止のポイント

　このコーナーでは、原則として広報発行
月に満１歳を迎えられるお子様の写真を掲
載しています。誕生日の記念に、お子様の
笑顔で本紙を飾ってみませんか！
お子様の写真や氏名、生年月日は、ホーム
ページ版には掲載していません。
☆次号（５月号）掲載の応募期限
　４月17日㈮
☆応募方法
　写真（データ可）と必要事項を書いたも
のを町役場総務課または保健センターにお
持ちください。また、パソコンや携帯（ス
マホ）からのメールでの応募も受け付けて
います。その際は、本文に必要事項を入力
し、写真を添付して送信してください。
【必要事項】
①お子様の氏名（ふりがな）
②お子様の性別
③お子様の生年月日
④居住地区（平生町大字○○）
⑤パパとママの名前
⑥コメント（５～30字程度）
⑦連絡先電話番号
【応募先メールアドレス】
soumu2@town.hirao.lg.jp
問町役場総務課　☎（56）7111

募集募集わが家の
アイドル

わが家のわが家の
アイドルアイドル
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休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（２月）資料：柳井地区広域消防組合 （２月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 2 0 2 316 管　内 19 139 0 22
平生町内 1 0 0 54 平生町内 2 13 0 2

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15日）
年末年始
（12月 30日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ
りません

午前９時～ 12時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10時
（午後９時 30分まで）

まちの人口
２月28日現在
住民基本台帳記載人口
（　）：前月対比

世帯数 5,634 世帯（ － 14 ）
人　口 12,647 人 （ － 17 ）
うち男 5,987 人 （ － 2 ）

女 6,660 人 （ － 15 ）

〔ミュージックチャイムの曲名〕　　６：00　春の小川　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ

平成27年４月号 広報ひらお

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守

◆相談日 毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
◆相談員 人権擁護委員、行政相談委員
◆相談内容 人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に
ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて

次回は
 5
　 11月

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　５月13日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　５月13日㈬ 10：00～10：30
●発達クリニック《要予約（１週間前まで）》
　５月14日㈭ 　13：00～16：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　５月13日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　５月22日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　５月19日㈫ 13：00～14：00

受付時間（毎日）
 午後７時～翌午前８時

☎＃８０００または☎０８３（９２１）２７５５（携帯電話可）
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

平
生
町
人
事
異
動　
《
職
名 

氏
名
（
旧
所
属
・
職
名
） 

》

※
職
名
は
主
査
以
上
の
み
記
載

【
建
設
課
】

施
設
管
理
班
長 

冨
田
英
夫
（
町

民
課
生
活
環
境
班
長
）
▽
松
重
秀

隆
（
総
務
課
）
▽
関
永
幸
枝
（
議

会
事
務
局
）

【
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
】

庶
務
学
校
教
育
班
長 

新
本
恭
之

（
経
済
課
農
林
振
興
班
長
）
▽
主

査
保
育
士
﹇
平
生
幼
稚
園
﹈ 

中
村

聡
子
（
平
生
幼
稚
園
）

【
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
】

社
会
教
育
課
長 

岡
村
茂
樹
（
田

布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
）
▽
主

査
﹇
派
遣
社
会
教
育
主
事
﹈
吉
浦 

孝
典
（
伊
陸
小
学
校
教
諭
）
▽
主

査﹇
佐
賀
公
民
館
﹈ 

角
戸
秀
徳（
佐

賀
公
民
館
）

【
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団
】

課
長 

金
岡
泰
史
（
総
務
課
長
補

佐
）

●
採
用
（
４
月
１
日
付
）

健
康
福
祉
課 

天あ
ま
く
さ艸

裕
太
郎

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

岩
見
求
嗣
（
経
済
課
長
）
▽
小
島

洋
子
（
建
設
課
主
査
）
▽
西
本
優

香
（
健
康
福
祉
課
）

●
教
育
委
員
会
免
（
３
月
31
日
付
）

西
村
毅
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
﹇
派
遣
社
会
教
育
主
事
﹈）

●
異
動
（
４
月
１
日
付
）

【
議
会
事
務
局
】

森
本
純
子
（
出
納
室
）

【
総
務
課
】

課
長
補
佐 

友
田
隆
（
総
務
課
長

補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
班
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
庶
務
人
事
班
長 

星
出
一
明
（
総
務
課
庶
務
人
事
班

長
）
▽
ま
ち
づ
く
り
推
進
班
長 

淵
上
万
理
子
（
総
務
課
主
査
）
▽

船
戸
和
昌
（
総
合
政
策
課
）
▽
山

本
律
子
（
町
民
課
）

【
総
合
政
策
課
】

主
査
﹇
総
合
戦
略
担
当
﹈ 

中
尾
和

正
（
総
務
課
付
主
査
）
▽
岡
村
譲

（
町
民
課
）

【
町
民
課
】

生
活
環
境
班
長 

吉
本
敏
行
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
庶
務
学
校

教
育
班
長
）
▽
岩
田
成
司
（
経
済

課
）

【
健
康
福
祉
課
】

課
長
補
佐
兼
こ
ど
も
班
長 

兼
弘

玲
子（
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
班
長
）

▽
主
査 

西
山
恵
子
（
健
康
福
祉

課
）

【
経
済
課
】

課
長 

藤
山
一
人
（
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
長
）
▽
農
林
振
興
班

長 

岩
井
浩
治
（
建
設
課
施
設
管

理
班
長
）
▽
中
村
武
央
（
建
設
課
）
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

□問
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
２
２
）
３
６
３
１

業
務
改
善
助
成
金
の
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た

　

業
務
改
善
助
成
金
と
は
、
事
業
場

内
の
時
間
給
８
０
０
円
未
満
の
労
働

者
の
賃
金
を
引
き
上
げ
た
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
労

働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・
機

器
の
導
入
等
に
係
る
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

２
月
３
日
か
ら
賃
金
を
引
き
上
げ

る
労
働
者
の
人
数
と
引
き
上
げ
額
に

応
じ
て
、
よ
り
厚
く
助
成
す
る
た
め

に
助
成
上
限
額
を
引
き
上
げ
た
ほ

か
、
支
給
要
件
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

※
改
正
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
山
口
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
８
３
（
９
９
５
）
０
３
７
２

平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題

　

宮
内
庁
か
ら
平
成
28
年
歌
会
始
の

お
題
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
詠
進
歌

は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も

の
に
限
り
ま
す
。

●
お
題　
「
人
」　
（「
人
材
」「
若
人
」

の
よ
う
な
熟
語
も
可
）

■
詠
進
の
期
間　

９
月
30
日
水
ま
で

（
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

詠
進
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

□申
□問
宮
内
庁　

　

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp

有
害
獣
防
除
柵
等
設
置
事
業

に
よ
る
補
助
金
の
交
付

　

町
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
タ
ヌ
キ
、

ア
ナ
グ
マ
な
ど
の
有
害
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
農

地
へ
の
電
気
柵
、
フ
ェ
ン
ス
お
よ
び

ト
タ
ン
板
の
設
置
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

　

農
家
（
過
去
に
こ
の
事
業
で
補
助

金
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
）

●
補
助
金
の
額

　

原
材
料
費
の
２
分
の
１
（
１
戸
あ

た
り
の
限
度
額
２
万
円
）

※
申
請
に
は
設
置
位
置
図
や
見
積
書
な

ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
□問
町
役
場
経
済
課 

農
林
振
興
班

　

☎
（
５
６
）
７
１
１
７

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

　
「
不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
（
５

月
１
日
〜
６
月
30
日
）」
が
全
国
一
斉

に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

麻
薬
の
中
で
、
乱
用
さ
れ
て
社
会

問
題
と
な
る
の
が
、
け
し
か
ら
取
れ

る
ア
ヘ
ン
や
モ
ル
ヒ
ネ
で
す
。
麻
薬

成
分
を
含
む
け
し
や
麻
酔
性
の
成
分

を
含
む
大あ

さ麻
は
、
勝
手
に
植
え
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
発
見
し
た

場
合
や
見
分
け
方
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
環

境
保
健
所
）
ま
た
は
警
察
署
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

山
口
県
職
員
採
用
試
験

　

平
成
27
年
度
山
口
県
職
員
採
用
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
試
験
区
分　

大
学
卒
業
程
度
、
社

会
人
経
験
者
等
、
短
大
卒
業
程
度
、

高
校
卒
業
程
度
、
保
健
師
、
警
察
官

（
男
性
・
女
性
）
(A)
、
警
察
官
（
男
性
・

女
性
）
(B)
、
身
体
障
害
者
採
用
選
考

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□申
□問
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

 　

http://www.pref.yam
aguchi.lg.jp/

cm
s/a33000/shiken/saiyo-joho.htm

l

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
子
さ
ん
の

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
「
学

習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
派
遣
し

て
、中
学
生
の
学
習
支
援
を
行
う
「
ひ

と
り
親
家
庭
学
習
支
援
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
に
ご
賛

同
い
た
だ
き
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
方
法

①
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
よ
び

学
習
支
援
を
希
望
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
方
を
、
県
（
山
口
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
）
に
お
い
て
登
録
。

②
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

に
つ
い
て
、
県
が
調
整
・
決
定
。

③
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ご
家

庭
を
訪
問
し
、
学
習
支
援
を
実
施
。

（
週
１
回
程
度
）

□問
山
口
県
こ
ど
も
家
庭
課

 

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
２
７
５
１

□問
町
役
場
健
康
福
祉
課

☎
（
５
６
）
７
１
１
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

●
日
時　

７
月
10
日
金　

午
前
10
時

30
分
〜
12
時
30
分

●
場
所　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

（
山
口
市
）

●
申
込
期
間　

４
月
28
日
火
〜
５
月

19
日
火

※
詳
し
く
は
山
口
県
下
水
道
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://www.gesui-yam
aguchi.jp/

□問
町
役
場
建
設
課

☎
（
５
６
）
７
１
１
８

広報ひらお平成27年４月号

□申：申込み先　　□問：問合せ先
【町ホームページ】http://www.town.hirao.lg.jp/

お
知
ら
せ

URL

URL

URL



児童手当支払通知書の送付を廃止します
　児童手当支払期（２月、６月、10月）に、受給者の皆様に
送付していました支払通知書について、平成 27年度（平成
27年６月期）から送付をいたしません。
　児童手当は支払期の 10日（㊏㊐㊗の場合は前日）に振り
込みますので、支払金額については通帳でご確認ください。
　なお、支払通知書が必要な場合（奨学金の申請など）は、
個別に対応しますのでご連絡ください。
■問合せ先　町役場健康福祉課こども班  ☎（５６）７１１５

21

＜ 以下は広告欄です ＞

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□問
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校 

総
務
課

社
会
連
携
係

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
５
５
２
４

　

http://w
w
w
.oshim

a-k.ac.jp/
shim

a-sq技
能
向
上
訓
練

◇「
第
二
種
電
気
工
事
士（
筆
記
対
応
）」

講
習
（
定
員
30
人
）

●
日
時　

５
月
18
日
月
〜
22
日
金
、

25
日
月
〜
29
日
金
午
後
６
時
〜
９
時

●
内
容　

本
資
格
の
筆
記
試
験
対
策

●
受
講
資
格　

本
資
格
取
得
希
望
者

●
受
講
料　

9
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

４
月
20
日
月

◇「
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
ド
基
礎
」講
習（
定

員
18
人
）

●
日
時　

５
月
23
日
土
、
24
日
日
、

30
日
土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
内
容　
基
本
的
な
操
作
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

ワ
ー
ド
を
初
め
て
操

作
す
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

４
月
28
日
火

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・Jw

-C
A
D

（
初
級
）」

講
習
（
定
員
12
人
）

●
日
時　

６
月
６
日
土
、
７
日
日
、

13
日
土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
内
容　

作
図
を
通
し
て
基
本
的
な

知
識
と
操
作
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
人

●
受
講
料　

１
０
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

５
月
18
日
月

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
エ
ク
セ
ル
（
基
礎
）」

講
習
（
定
員
15
人
）

起
業
家
養
成
塾
「
島
ス
ク
エ
ア
」

受
講
生
募
集

　

島
ス
ク
エ
ア
で
は
起
業
や
新
た
な

事
業
展
開
に
役
立
つ
講
座
を
順
次
開

講
し
ま
す
。

●
講
座
種
類　

起
業
家
養
成
の
基
礎

講
座 

▽
商
品
開
発
の
講
座 

▽W
eb

の
基
礎
講
座 

▽
各
種
特
別
講
義
（
税

務
・
会
計
な
ど
）

◇
説
明
会

【
日
程
】
５
月
23
日
土　

午
後
２
時
〜

３
時
、
28
日
木　

午
後
７
時
〜
８
時

【
会
場
】
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

●
日
時　

６
月
27
日
土
、
28
日
日
、

７
月
４
日
土
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
内
容　

表
・
グ
ラ
フ
作
成
の
基
本

や
簡
単
な
関
数
の
使
用
方
法
を
習
得

●
受
講
資
格　

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入

力
・
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

●
受
講
料　

８
０
０
０
円

●
申
込
締
切　

６
月
８
日
月

【
共
通
事
項
】

●
受
講
資
格　

在
職
者
な
ど
で
、
現

在
の
職
務
能
力
の
向
上
を
図
り
た
い

人
、
仕
事
に
必
要
な
新
し
い
技
術
・

知
識
を
身
に
つ
け
た
い
人

●
実
施
場
所　

東
部
高
等
産
業
技
術

学
校
﹇
周
南
市
﹈

※
内
容
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
□問
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　

☎
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
７
日
木
、
８
日
金
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
11
日
月

〜
13
日
水
の
内
１
日
（
鋼
鈑
工
業
㈱

玉
鶴
工
場
﹇
下
松
市
﹈）

●
申
込
期
限　

４
月
24
日
金

◇
研
削
と
い
し
取
替
え
等
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
９
日
土
（
東
部

高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　

４
月
24
日
金

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
11
日
月
、
12
日
火
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
13
日
水

〜
16
日
土
の
内
１
日
（
東
部
高
等
産

業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　

４
月
24
日
金

◇
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
・
実
技
】
５
月
16
日
土
、
17
日

日
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　

５
月
８
日
金

◇
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
18
日
月
、
19
日
火
（
ホ

テ
ル
松
原
屋
）【
実
技
】
５
月
20
日
水

〜
22
日
金
の
内
１
日
（
東
部
高
等
産

業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　

５
月
８
日
金

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

【
学
科
】
５
月
26
日
火
（
ホ
テ
ル
松
原

屋
）【
実
技
】
５
月
27
日
水
〜
６
月
10

日
水
の
内
３
日
間
（
鋼
鈑
工
業
㈱
玉

鶴
工
場
﹇
下
松
市
﹈）

●
申
込
期
限　

５
月
15
日
金

□申
□問
（
一
社
）
山
口
県
労
働
基
準
協

会
下
松
支
部

　

☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

憲
法
週
間
無
料
法
律
相
談

●
日
時　

５
月
19
日
火　

午
後
２
時

〜
４
時

●
場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

●
相
談
内
容　

金
銭
、
不
動
産
、
家

庭
関
係
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

●
相
談
担
当
者　

山
口
県
弁
護
士
会

（
岩
国
地
区
会
）
所
属
の
弁
護
士

□申
□問
山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

　

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

講
座
・
講
習

相　
　

談

平成27年４月号 広報ひらお

URL



元
気
い
っ
ぱ
い
花
い
っ
ぱ
い

し
あ
わ
せ
い
っ
ぱ
い
平
生
町

平
生
中
学
校
２
年 

金
井 

聖
佳

平
生
中
学
校
３
年 

芳
岡 

優
衣

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

健
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

※
学
校
名
・
学
年
は
受
賞
時（
平
成
26
年
度
）の
も
の
で
す
。

平成27年４月号 広報ひらお 22
《４月16日～５月15日》

４　　月４　　月 ５　　月５　　月

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけ
つぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

16木

17金 ひらお読書会（13:30 ／平生図書館）
もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)

18土
体育館開放日 (午前中 )
古文書輪読会 (9:45 ／平生図書館 )
おはなし会 (14:00 ／平生図書館 )

19日 平生町スポーツ少年団大会 (9:00 ／町体育館 )

20月

21火 育児学級 (10:00 ／保健センター )

22水

23木

24金 離乳食学級 (10:00 ／保健センター )

25土 体育館開放日 (午前中 )

26日

27月

28火

29水
昭和の日

ひらおウォーキング大会
　（9:30 ／町体育館 [9:45 出発 ]）

30木

1 金

2 土 体育館開放日 (午前中 )

3 日
憲法記念日

4 月
みどりの日

5 火
こどもの日

6 水
振替休日

7 木 １歳６か月児健診 (13:00 ／保健センター )

8 金

9 土 体育館開放日 (午前中 )

10日

11月 人権行政相談(10:00／中央公民館、13:00／佐賀公民館)

12火 あすなろ会〈介護者家族の会〉(13:00 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)
親しみトーク【町長と語る日】(18:00 ／町役場町長室 )

13水 おひざにだっこの会 (10:30 ／平生図書館 )
第 50回平生町音楽鑑賞会（18:30 ／町体育館）

14木

15金 もの忘れ相談 (13:30 ／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉)

《登録方法》　① PC・携帯にアドレス「 e-hirao@xpressmail.jp」を直接
入力または右図（ＱＲコード）から読み取り、空メールを送信　
②返信される本登録用メールの内容に沿って必要事項を入力し、登録完了

■ご不明な点はお問い合わせください。 町役場総務課地域安全班 ☎（５６）７１１１

平生町防災メールサービス　登録受付中！
防災情報、気象警報・注意報、安全・安心情報などを配信
※利用料無料、通信費利用者負担
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